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開院以来の癌症例は 92例で外来新患者総数の 0.5
%に当る。年令は癌年令といわれる 40才以上に多
く，部位別では胃癌を筆頭に食道噴門癌その他の順
となっている。胃癌の切除率は 42.4%遠隔成績は 
1年 42.8%， 2年 33.3%，3年 0%で非常に不良で
ある。これは当科を訪れる癌患者は大部分が末期の
ものが多い事を物語っているといえる。 
1年間の癌検診により千葉県では 7265例中 185
例 25%の成績を示す。当院では 142例中 5例 3.5%
を示しているが発見された癌症例中，胃切除2例で 
1例健在， 1例 9カ月で再発死亡。非手術例 2例で
ある。癌検診lとより癌発見等の増加が見られ，今後
早期癌の発見治療の理想、へ向いつつある:と思われ
る。 
42. 急性腹部症の手術経験
武藤滋， o遠藤光夫
(沼津市立病院)
沼津市立病院で昭和32年 12月より昭和34年 1
月まで 2年聞に 1257例の入院患者手術例を得， そ
の中 432例 (34%)の急J性腹部症手術例を経験し
た。その分類は，急性虫垂炎 354例，化膿性腹膜炎 
39例，腸閉塞31例，出血胃 5例，急性醇壊死 1例，
子宮外妊娠2例となっている。その中化膿性腹膜炎
の原因は虫垂穿孔27例，官穿孔2例，腸穿孔4例，
附属器炎2例，その他4例となっている。叉腸閉塞
では狭義の閉塞性 3例，癒着性9例，吻合病による
もの 1例，狭義の絞拒性 10例，腸重積2例，飯屯ヘ
ノレニア 5例，麻牌性 1例となっている。死亡数は化
膿性腹膜炎 3例，腸閉塞I例の計4例。その他 2--
3の症例を報告した。 
43. 最近経験せる総胆管結右手術症例について
植竹光一， o小林誠一郎(植竹病院)
病院を訪れる胆道結石症患者には，急性症に於て
ι慢性症に於ても，極度に疲弊衰弱した状態の者
が可成り多L、。此等の症例の中には，先ず積極的l乙
外胆汁痩造設術を応用する事により危機を脱し， し
かる後更に永久治癒lζ導き得る者も多いと考えられ
る。但し，手術法は各症例l乙応じた方法を選択すべ
きで，徒らに根治術施行にのみ拘泥する事は危険で
ある。叉外痩を利用した胆管造影は，根治術施行に
対し重要な指標となり，必ず施行されるべきであ
る。我々は，比較的高齢且つ衰弱せる総胆管結石症
で，外胆汁痩造設を応用し，次いでそれぞれ呉った 
手術法を用いた 4症例について報告し以上の事を強
調した。尚症例中， 胆管処理K就いては， 胆管誘
導，胆管二層縫合，胆管疑膜一層縫合閉鎖，等を用
いたが，何れも治癒している。 
4. 心音図の分析に関する新しい試み
。飯森忠康，李兆佳(吉尾国保病院)
心音図は心の機械的表現である。 Luisada，Holl-
dack rc.よれば第工音，第 E音のある場所で僧帽
弁，大動脈弁の閉鎖が示される。故rc.rll時間は
収縮駆血時聞を示す。我々は直記式心電計を用いダ
イナミックマイクで伝えられた心音図により rII 
時間を 76例計測した。 rII= x〆王王の関係に
あり正常心20例より x=0.3440であった。 rll商
を求めると正常心20例の平均は 0.984， 異常心 56
例では 1，031で延長を認める。 1分間lζおける収縮
駆血時間は正常心で 21.763秒，異常心で 24，166秒が
平均である。正常心では 20例共19--24秒の聞にあ
18異常所見があるが症状を有しないものEKGり， 
例中 14例は正常と同様 19--24秒の聞にあり， EKG 
異常で心停充進，呼吸促迫，浮腫を有するもの 38例
では 24例が24秒以上 32秒まで認められ， 一般に
延長の傾向あることに注意を要する。 EKG異常で 
rII時間の延長があれば心不全叉は心不全傾向と
して充分'の注意を必要とする。 
45. 熱海胃腸病院の現況

。広田和俊，河比留博之，福田俊夫 

辻	 輝蔵，依田勇二，中林靖明
(熱海胃腸病院)
本年度比於ける熱海胃腸病院の推移を外来及び入
院患者数統計ーから概観し更にレントゲン消費量，輸
血消費量，検査施行統計等よりその発展の跡をたど
る。次いで 1年間の病院の歴史を振り返って特に職
務配置や職階制の改善並に給与方式更に病院の運営 
機構の確立等K関して主として管理運営面からの改
革について論じた。
診療並びに研究l乙関した現況報告に就いては次の
件に関して発表した。工:当院に於ける胃腸疾患の
統計的観察， ll:当院に於ける胃カメラの経験例
に就いて， lli:81才の大出血胃に対する官切除根
治例(特に結染後潰蕩発生の問題)， N:胆道結石
手術後発生せる術後 EnteroColitisの 1治験例，
V:S字状結腸軸捻転整復後合併せる腸管出血の
l例， VI:原発性胆嚢癌を伴える胆管憩室の 1例，
